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研究課題 
 

エネルギー最小消費型下水処理システムの開発（フェイズ 2） 

 
研究状況 

 
本共同開発プロジェクトでは、嫌気性自己固定化バイオリアクターによる一次処理と、自然通気型好気

性生物膜バイオリアクターによる二次処理・高次処理（硝化・脱窒）を効果的に組み合わせることによ

って、エアレーション・コストがまったく不要で余剰汚泥排出も無く、低コスト・省エネルギ− ・維持

管理容易で、有機物と窒素の同時除去機能を有する画期的な高度廃水処理プロセスの開発を行っている。 
具体的な研究内容は、（１）パイロットスケール実験装置を用いたプロセス開発及び実証実験、（２）ラ

ボ・スケール実験装置を用いたプロセス開発及び分子生物学的手法による微生物動態解析、である。 
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 今後の研 
 究計画 

 
パイロットスケール長期連続実験を引き続き実施し、DHS リアクターの微生物保持機能の解明と硝化・

脱窒促進のための設計・操作方法、長期連続実験の維持・機構の解明と実用化技術の体系化、等を検討

する。また、微少電極や分子生物学的手法などの基礎的研究ツールを用いて UASB、DHS の保持微生物

叢の生態学的解析と機能評価を行う。 
可溶化反応の速度論的検討、スポンジ材質の影響、分子生物的手法による保持微生物叢の動態解析、に

ついても検討を行う。 

 


